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As J. Schumpeter pointed out, entrepreneurs are the originators of the “Constructive
Destruction” . R.Florida asserted the existence of “creative class” had become the key 
factor for the interntonal competitive advantages of the coutries.In the case of Asian IT 
industry,we cannot neglect the role of the entrepreneurs for the development .Then how 
would the entrepreneurs be formed in the social and historical context? A.Saxxenian 
asserted so-called “brain drain” had changed to “brain circulation” and this change had 
contributed to the development of the IT industries in Taiwan ,India and then China. 
Nakagawa[2008]and[2009] already considered the relevancy of Saxxenian’ s “brain 
circulation” model as the development of China IT hardware /software industries and 
telecommunication commom carriers.
This paper surveyed the top management of 8 representative online digital contents 
companies in China and reviewed the relevancy of Saxxenian’ s “brain circulation” model。 
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はじめに
本稿は、中川涼司 [2008]がハードウエア・ソフトウエア産業の企業家の分析を行い、また、
中川涼司 [2009]が電気通信コモンキャリアの企業家の分析を行ったのに対し、同じ分析枠組み
で中国のオンライン・デジタルコンテンツ・ビジネス企業家たち分析を行うものである。すな
わち、企業家たちのパーソナルヒストリーとビジネス・モデルを明らかにすることを通じて、
彼らが、A.サクセニアンのいう「頭脳循環」（brain circulation）によるものか、また、R.フ
ロリダのいう「クリエイティブ・クラス」足りえているかを明らかするものである。なお、本
稿は同様の課題意識で書かれている中川涼司 [近刊 1]の姉妹編であり、考察対象としている企
業家を変えているものである。事例分析は重複は無いが、総括的な部分については一部叙述が
重なることはご了解いただきたい。
Ⅰ . 中国の「クリエイティブ・クラス」
１．R. フロリダの「クリエイティブ・クラス」論
R.フロリダ（Richard Florida）は今日ますます重要となっている経済のクリエイティビティ
の源泉として、クリエイティブ・クラスの集積に着目する。
クリエイティブ・クラスはさらに、スーパー・クリエイティブ・コアとしてのコンピュータ
および数学に関連する職業、建築およびエンジニアリングに関連する職業、生命科学、物理学、
社会科学に関連する職業、教育、訓練、図書館に関連する職業、芸術、デザイン、エンターテ
イメント、スポーツ、メディアに関連する職業と、クリエイティブ・プロフェッショナルとし
てのマネジメントに関連する職業、業務サービスおよび金融サービスに関連する職業、法律に
関連する職業、医療に関連する職業、高額品のセールスおよび営業管理に関連する職業に分け
られる。フロリダは世界各国を才能（Talent）、技術（Technology）、寛容性（Tolerance）の
3つの Tから世界各国ごとあるいは都市ごとのグローバル・クリエイティビティ・インデック
ス（GCI）を作成し、そのランキングを行っている。とりわけユニークなのは 3つ目の寛容性
の指標であり、Florida[2002]の時点では、人口におけるゲイの割合を示すゲイ指数などをそ
の重要な指標として用いていた（Florida[2005]ではワールド・バリュー・サーベイを用いた
包括的なものに変わった）。これらの指標においてアメリカ全体、および、アメリカの諸都市
はその上位にランキングされ、それが、アメリカ経済のクリエイティビティを生む源泉となっ
ているとされた。しかし、フロリダは 9・11 以降、世界中からアメリカに来ていたクリエイティ
ブな外国人にとっては、住みにくい環境が形成されつつあり、それがアメリカの競争力の維持
にとっては大きな危機になっていると警鐘を鳴らしている。なお、中国に関しては必要なデー
タが得られなかったことを理由にランキングはされていない。
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２．A. サクセニアンの頭脳循環モデル
A.サクセニアン（AnnaLee Saxenian）はかつての途上国から先進国への頭脳流出（brain 
drain）の流れが、いまや、頭脳循環（brain circulation）の流れへと変わり、とくにシリコン
バレーから台湾・新竹やインド・バンガロールへの頭脳還流が、これらの地域の IT産業の大
きな原動力となったことを指摘する。また、さらにこの流れは、さらに延長され、今では中国・
上海にまで延長されているとしている（Saxenian[2006]）。
では、果たして、中国のオンライン・デジタルコンテンツ・ビジネス企業家達は頭脳循環に
よるものなのだろうか。中国では帰国人材を「海帰」（ないしそれをもじって海亀）と称し、
その役割についてかかれた文献も多いが、彼らは「海帰」なのだろうか。また、「海帰」とし
てどのような「知識」をもたらしたといえるのだろうか。
Ⅱ . 中国におけるデジタルコンテンツ・ビジネスの発展とそのビジネス・モデル
ROA Group[2007]によれば、中国オンラインコンテンツカテゴリは、情報（ブログ、ホー
ムページ、検索、広告、ニュース）、コミュニケーション（電子メール、メッセンジャー）、娯楽・
教育（オンライン教育、TV,小説、漫画、アニメーション、音楽、デジタル映像、映画、ゲーム）、
生活サポート（旅行予約、就職・転職、ネット証券、ネットバンキング、オークション、ショッ
ピング）に分かれる。うち、娯楽・教育に限定してみた市場およびその予測は以下の通りである。
オンライン教育、オンラインゲーム、オンライン音楽、オンライン映像、オンラインアニメー
ションの合計でみると、市場規模は 2005 年の 166.5 億元から 2006 年には 273.7 億元に拡大し
ており、2010 年には（2007 年時点予測で）955.2 億元に拡大すると見込まれている。うち、オ
ンラインゲーム市場は 2002 年の 9.1 億元から 2003 年 19.7 億元、2004 年 24.7 億元、2005 年
37.7 億元、2006 年 65.4 億元と拡大し、2010 年には 173.5 億元に達すると見込まれている。オ
ンラインデジタル音楽市場は 2004 年 0.42 億元にすぎなかったが、2005 年には 0.72 億元、2006
年に 1.15 億元と拡大し、2010 年には 4.59 億元に拡大すると見込まれている。オンラインデジ
タル映像市場は 2006 年に 5億元であったが、2010 年には 36 億元に拡大すると見込まれている。
オンラインアニメーション市場は 2004 年 320 億元、2005 年 780 億元、2006 年 1100 億元であっ
たが、2010 年には 1兆 1000 億元に急拡大すると見込まれている。現時点でもっとも大きな市
場となっているのは、オンライン教育市場であり、2005 年 125 億元、2006 年 202 億元であっ
たが、2010 年には 740 億元になると見込まれている。以上である。
オンライン・デジタルコンテンツ業のビジネス・モデルは物的財のモデルとは大きく異なる。
物的財取引や対面サービスと同様に提供する財・サービスの直接的対価として収入を得るモデ
ルもあるが、サービス自体は無料とし、そこに多くのユーザをひきつけ、そのユーザ特性に合
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わせた広告（ないし商業サイトへの誘導）を効果的に提示することで広告料収入を得るという
モデルが多い。また、ネットゲームについてはゲームに参加すること自体は無料であるが、そ
こでより高いグレードに進むためのアイテムを有料で供給するという独特のアイテム課金とい
うモデルを採っている。こういったモデルは先進国ではすでに見られるもので、目新しいもの
ではない。しかし、中国でこれらのビジネスを展開するには、中国ユーザのニーズにより適合
的なサービスを提供するというだけでなく、知的財産権保護が各国以上に弱体であるという社
会状況にも対応する必要がある。
中国のオンライン・デジタルコンテンツ・ビジネス企業家達はいかにしてこれらのビジネス
に参入し、成功を収め、また、どのような問題を抱えているのか。以下、「娯楽・教育」分野
の主要企業を中心に、企業家のパーソナルヒストリーとビジネス・モデルを検討していきたい。
Ⅲ . 中国オンライン知識ビジネス企業と企業家
１．ゲーム
（１）北京金山軟件有限公司（Kingsoft）―求伯君、雷軍
北京金山軟件（Kingsoft）は 1988 年に設立された。1989 年に中国で最初の中文ワープロソ
フトであるWPSを開発し、3年でもって中国市場を席捲した。WPSは中国企業によるオフィ
ス用ソフトウエアでは最も成功したものの一つであり、2000 年には国家科技進歩賞の二等賞も
獲得した。しかし、それはマイクロソフトが1993年からWordを本格展開するまでのことであっ
た。Wordの中国語版が本格展開するようになり、また、Windows95 によって、Windowsと
ともに Officeが定着していく中でWPSは押されていき、同社は経営的にも行き詰ってきた。
WPS97 は本来 1995 年に出される予定であったが、資金不足とマイクロソフトのアップグレー
ドに対応できず、市場を次々と奪われる中でようやく 1997 年にできあがったが、すでに形勢
は決していた。これらを補う意味で、1996 年から翻訳ソフトである金山詞覇を売り出し、人気
を博したが、価格が 168 元と消費者の収入からみると比較的高かったこともあり、500 万のユー
ザのうち正規版は 8万しかないというような状況であった（「価格策略　金山公司的 “紅色正
版風暴”」http://www.syepi.edu.cn/jxcgj/05/zyk/）。そこで同社は 1999 年に金山詞覇と金山快訳
2000 を 3 ヶ月のセール期間中に限り、価格一気に 28 元にまで引き下げ、また、同時に、技術
的な改善、説明書や包装などの改善、サービスの改善、流通チャネルの拡大などによって、海
賊版から正規版への移行を促し、大きな改善を勝ち取っている。
1998 年に同社は聯想集団の系列下に入った。そのことは、経営的な安定性を確保する上では
重要なことであった。
同社は、アンチウイルス・ソフトに光明を見出そうとした。1997 年、同社はアンチウイルス・
ソフトの開発に着手、2000 年に金山毒覇シリーズとして売り出した。2003 年には企業向けの
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アンチ・ウィルスソフトに進出した。2005 年に、ネット型の製品に転換、ソフトは無料で、サー
ビスが有料というビジネス・モデルを作りあげた。2006 年にはインストール件数が 2000 万件
に達した。2006 年に日本市場にも進出。同年、アンチ・ウイルスから、ファイヤー・ウォール、
アンチ・ウイルス、スパム除去を統合した統合セキュリティソフトに展開した。
同社はさらにネットゲーム事業に展開をし始めた。2003 年に金山ネットゲーム事業部が成立
し、開発から販売までの体系を作り上げた。「烈火」、「亜丁」、「星雲」、「鉄血」の 5大工作室
を作り、主に、MMORPGを自主開発し販売した。台湾の著名なゲーム会社である華義と戦略
提携を結び、代理販売にも乗り出し、「仙侶奇縁 2」、「水滸 Q伝」などの代理販売を行っている。
「剣侠情縁」シリーズは中国以外でも人気を呼び、東南アジア、とくにベトナムで小さくない
市場シェアを獲得している。
同社の事実上の創業者である求伯君は 1964 年浙江省新昌県生まれ。大学統一入試（「高考」）
の数学で満点であった求伯君は 1984 年に中国人民解放軍国防科技大学信息系統専攻を卒業後、
河北省の一計測器工場に配属された。1986 年に同工場を辞職し、北京四通公司に入社、深圳四
通公司の設立によって、深圳で業務をおこなった。四通は当時日本の沖電気の OKI8320 ワー
プロ専用機の販売を行っていたが、求伯君はその不具合であったプリンタのドライバの改善な
どで大きな成果を挙げた。香港金山と四通は当時 SUPER機の共同開発を行っていたが、
BIOSに問題があった。その問題を求伯君が解決すると、香港金山の経営者・張旋龍は求伯君
をハンティングし始め、ちょうど、求伯君の提案した（専用機ではなくソフトとしての）ワー
プロソフトの開発が四通に却下されたこともあり、求伯君は 1988 年にワープロソフトの開発
に専心できる条件を提示した香港金山に転職した。1988 年 5 月から 1989 年 9 月までの間、求
伯君は、病魔とも戦いながら、この開発を成功させ、10 数万行にわたるソフトであるWPSが
完成した。WPSは香港金山に少なくない利益をもたらしたが、求伯君個人にその恩恵は届か
なかった。求伯君は 1994 年に珠海金山電脳公司を設立し、独立、董事長兼総経理となった。
しかし、1995、96 年の経営危機の際には別荘を売却するなどして、危機をしのぐしかない時期
であった。WPS97、WPS2000、WPS-Officeなどの開発で、2000 万のユーザを確保しつつ、
セキュリティソフト、さらにネットゲームに展開することで、同社はこの危機をしのいで、中
国の代表的なソフトおよびコンテンツ会社となったのである。
1994 年にすでに金山軟件公司総経理は 1992 年に入社した雷軍となっていた。1998 年に聯想
集団の系列に入る際に、雷軍が金山軟件股份有限公司の総経理として研究開発から商品の販売、
管理にまで全面的に担うこととなった。2000 年に北京金山軟件有限公司に組織変更されると、
雷軍が総裁となっている。
雷軍は 1969 年生まれ。武漢大学計算機系を卒業後、雷軍は 2年で卒業に必要な単位はすべ
て取り付くし、大学の 3年次、4年次はすでにソフト開発者としてベンチャービジネスの創業
に参画していた。ベンチャービジネスを解散の後、1992 年に金山公司に入社。1994 年には早
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くも、金山軟件公司総経理。1998 年に聯想集団が金山公司に資本参加するに当たって、金山軟
件股份有限公司総経理となり、経営の全般を任された。同 1998 年には母校の武漢大学によっ
て名誉教授の称号を授与されている。2000 年の組織改編（株式会社化）により、金山軟件股份
有限公司総裁となった。
2007 年 10 月，同社は香港株式市場に上場した（株式番号は HK3888）。上場を見終える形で、
2007 年 12 月雷軍は金山を辞職し、2008 年 10 月に北京 UCWEB（優視動景）社の董事長となっ
ている。後任は代理で求伯君が勤めていたが、結局 2008 年からは正式に CEOとなった。
1994 年まで中国においては、企業の経営者よりも呉暁軍、鮑岳橋、王志東、王江民といった
ソフト開発者のほうが、業界では知られていた。彼らはほぼ独力でソフト開発を行い、市場に
出していたのである。しかし、その後、ソフトの開発が急激に大規模なものなり、個人はソフ
ト開発のごく一部を担当するに過ぎなくなった。求伯君、王志東などは企業家としても成功し、
求伯君はソフト開発者出身の経営者としては最大級の資産を持つようにあった。しかし、企業
家に転身できず、また、ソフト開発者としても時代の流れにそぐわずに失意のうちに事実上引
退していった人々も少なくない。求伯君は自ら開発したWPSには現時点でも非常な愛着持つ
といわれているが、現時点で、金山の収入の 60％以上をもたらしているのはWPSではなくゲー
ムである。
（２）網易（Netease）―丁磊
丁磊は 1971 年生まれ。食品工場の技術者を父親に持つ丁磊は幼少時から無線電信に興味を
持ち、また、中学時代を過ごした奉化一中は当時には珍しくアップル社の PCを生徒に使わせ
ることを行っていたため、ソフトウエアについても学習を深めていた。1989 年に中国電子科技
大学に入学。マイクロウェーブ通信を専攻した。その傍らコンピュータについて自学自習を進
め、1993 年優秀な成績で卒業した。1993 年 -1995 年浙江省寧波電信局で勤務。このとき、中
国に入ってきたばかりのインターネットに関心を持ち、アメリカ等のサイトにアクセスすると
ともに、自ら BBS開設を行っている。電信局の職は安定的であったが、発展の機会がないと
感じた丁磊落は 1995 年に辞職し、Sybase広州公司に入社したが、ここでも単調な業務に失望、
さらに、1996 年設立されたばかりの民営の ISPである広州飛捷公司に転職した。ここで、総
経理技術助理として同社の技術に責任を持った。また、中国電信による Chinanet上に自ら「火
鳥 BBS」という BBSを開設し、ネット上の交遊を深めた。そこでは、丁磊（ding）、楊震霆
（carboy）、周卓林（wing）、姚佳年（kaisun）の 4人が「4人組」と呼ばれるようになっていた。
1997 年に広州電信局に「Chinanetの発展を促進するため」、としてサーバーを設置し、網易
BBSを始めた。しかし、企業としてはまだ設立されていなかった。サーバーの容量に空きが
あることを利用し、無料で個人ホームページを開設できるサービスを始めた。まだ社会的に個
人で HPを持つ人は少なく、また、知名度もない同社に HPを開設しようとする人間は当初は
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さらに少なかったが、BBSでの人気と大規模な広告が功を奏し、約 2万人が HPを開設する
ようになった。当時、ネット人口が 10 万人程度であったから、その約 1/5 が同社に HPを開
設したことになる。さらに、ポータルサイトからネットゲームを中心とした展開をして成長し
た。こうした発展を背景に、1997 年正式に会社として網易（Netease）が設立された。資本は
わずかに 50 万元であった。構成員は丁磊とかつての 4人組仲間の周卓林と秘書の 3人だけで
あった。これらは第 3世代の王志東が 500 万香港ドルで新浪（Sina.com）を設立し、張朝陽が
22.5 万米ドルで捜狐（Sohu）を設立したのとは対照的である。
BBSも個人 HPの開設も無料であるため、同社はどうやって収入を得るかを考えなければ
ならなかった。当初取り組まれたのはインターネット応用ソフト開発である。
こうして、ネットの運用を維持しながら、丁磊はさらに、yahooの中文版がないことに目を
つけ、中文版検索エンジン Yeahを開設、また、無料メールの hotmailを見て中国での発展を
確信し、後に「163」と名づけられた無料メールの自主開発に成功した。当初、網易はこれを
自ら運営するよりもシステムとして販売をしていた。広州電信傘下の飛華電信工程有限公司そ
の他にそれは販売された。飛華電信への販売価格は 119 万元であり、これはほとんど利益が出
ないレベルであった。網易は 1998 年 9 月アメリカの「ポータルサイト」の考え方を取り入れ、
自らがポータルサイトとなり、広告料収入で利益を上げるビジネス・モデルを採用した。広告
料収入は 1998 年の 4ヶ月で 10 万ドルあまり、1999 年は 200 万ドルに達した。国内企業はネッ
ト広告に通じていなかったことから、IBM、ノキアなどの外資企業が大顧客となった。1999
年 1 月には従来の BBSを発展させる形で、バーチャル・コミュニティも始めている。
1998 年は中国のネット界にとって転機となった年である。網易がポータルサイトとなっただ
けでなく、四通利方が華人系ネット会社の華渕資訊を買収し、ポータルサイト新浪が成立、ま
た、張朝陽によって検索サイトとして設立されていた捜狐もトップページにニュースやコンテ
ンツを掲載するポータルサイトへの舵を切っていた。2000 年 9 月、網易は正式に中文検索サー
ビスを開始、国内唯一の開放型分散処理（ODP）を採用した。2001 年にはウイルスやスパム
急増の中で、従来の電子メールサービスに対して、ウイルス駆除、スパム除去、容量拡大といっ
た対応を取った。しかし、2001 年 12 月以降、網易はゲームへと傾斜していく。自主開発のネッ
トゲーム「大話西遊 Online Ⅱ」は多くのユーザをひきつけ、2003 年最優秀国産ネットゲーム
賞を獲得した。さらに 2003 年末には新しい自主開発ネットゲームの「夢幻西遊 Online」を開
発した。インスタント・メッセンジャーへの需要の高まりに対しては 2003 年には網易泡泡
（POPO）を開設、インスタント・メッセンジャー、携帯ショートメッセージ、オンライン娯
楽等を一体としたサイトを展開している。
２．音楽配信：愛国者数碼音楽網（aigo MUSIC）―馮軍
馮軍は 1969 年生まれ。清華大学で優秀な成績を収めるも留学のための資金もなく卒業後友
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人とキーボード等の販売をはじめ、1993 年に華旗資訊数碼科技公司を設立した。同社は「小太
陽」のブランドで成長を遂げたが、類似ブランドに悩まされ、1997 年には新しいブランドとし
て「愛国者（aigo）」を創設し、USBフラッシュメモリーやさらにはデジタルカメラ等への進
出を図った。
同社は 2005 年 10 月 18 日に愛国者数碼音楽網（愛国者デジタル音楽ネットワーク：
aigoMUSIC）を開設した。これは、ハード面での aigo（愛国者）のブランド力を基礎に、正規
版の音楽コンテンツのネット販売を行うことを目的としたものである。百度などのポータルサ
イトのように (多くは違法の )サイトを検索結果として表示することで、事実上海賊版音楽ファ
イルの流通を媒介するというのではなく、SONY&BMG、EMI、UNIVERSAL、ワーナーの世
界 4大音楽配給会社およびディズニーとの正規契約の下、正規版音楽、Music Video、写真その
他を、包括的に販売、さらに独占販売、予約販売、有線・無線双方での配信などもするという
販売方針を採り、海賊版との差別化を図って、正規版の有料ダウンロードというビジネスを成
立させた。これらによって、aigoMUSICは 35 万人の登録会員を抱え、1日に 200 万のアクセ
スがある中国最大の正規版音楽流通業者となっている。馮軍の「愛国」主義と正規版ビジネス
との関係も取りざたされるが、はっきりしたことは分からない。しかし、いずれにしても、正
規版音楽配信ビジネスを海賊版天国とも称される中国で成立させていることの意義は大きい。
３．インターネット映像配信：優酷網（YOUKU. com）―古永鏘
インターネット映像配信分野で土豆網と対抗する存在が優酷網である。優酷網の創立者であり、
現CEOの古永鏘（Victor Koo）は1966年香港生まれ。父は土木技術者。14歳のときに単身オー
ストラリアに渡り、のち、飛び級でニュー・サウスウェールズ大学に入り、化学を学んだ。1985
年家族全員がアメリカにわたることとなり、大学に違和感を覚えていたことから中退、2度の受験
失敗を経てカリフォルニア大学バークレイ校に編入学し、経済学を専攻した。2年で卒業したのち、
経営コンサルタント業のBain社に入社、ここで各業界の経営のシステムに触れた。3年の勤務の
のちの1992年にスタンフォード大学のMBAコースに入学した。さらに1994年の北京大学のサマー
スクールにも参加した。MBAコースの学費は Bain社持ちで、修了後は復帰する約束であった。
しかし、自らの方向性と違うことを感じ取ったことと、サマースクールのときに出会った富国投
資の創設者と意気投合したことから、古永鏘は借金をして違約金を払って同社を退社し、富国投
資に入社しメディア、娯楽等の投資案件に責任を持つ副総裁に就任した。そこでニュージーラン
ドの皮革企業の買収案件などを担当し成功を収めている。1998年、インターネットに関心を持っ
た古永鏘は捜狐の創立者であり、CEOである張朝陽と接点を持つようになった。捜狐への投資案
件を話し合ううちに、張朝陽にスカウトされ、2001年に捜狐の CFOとして移籍し、2001年 7月
には総裁兼COOとなった。しかし、2004年末には辞職し、妻のニューヨーク留学に付き添う形で
アメリカに滞在しつつ、次のステップを考えていた。そこでインターネット映像配信の将来性を
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感じ取った古永鏘は2004年 3月にすでに自ら300万ドルを調達して創設していた優酷網を企業化
することとした。2005年 11月合一網絡を設立、2006年 6月 21日に優酷網（YOUKU.com）の「企
業宣言」をして企業としての事実上の創設がなされた。その後、張鈺事件や瀋陽の大雪等通常の
メディアが入り込めない状況のなかで、優酷網を通じた映像が流されるなどの出来事があり、そ
の存在価値を知らしめた。捜狐からは従業員間の関係が平等であるといった企業文化を継承しつ
つ、企業戦略としては、捜狐のような多角化は追求せず、インターネット映像配信に特化したビ
ジネスを展開している。ただし、百度、盛大やテレビ局とは広範な協力共同関係を築いている。
４．携帯コンテンツ：空中網（Kong. net）―周雲帆、楊寧、王雷雷
周雲帆は 1974 年生まれ。1997 年に清華大学電子工程系を卒業した。同年、スタンフォード
大学に留学、電気機械エンジニアリングの修士号を獲得した。周雲帆はスタンフォード大学で
楊寧と知り合った。楊寧は 1975 年生まれ。幼少のころに父母に連れられてアメリカに来てい
た在米華僑である。ミシガン大学で電気機械エンジニアリングの学士を採ったのちに、スタン
フォード大学でも電気機械エンジニアリグを学んでいるときに周雲帆と出合った。二人は、買
い物まで一緒にするような密接な友人となった。周雲帆が北京に残していたガールフレンド景
小海の企業成長に関する論文作成を援助 (アマゾンの成長過程の研究など )をするうちに、起
業に対する意識が高まり、1999 年に二人と同じくスタンフォードの学友であった陳一舟の三人
は家族の反対を押し切って中国に帰国、ポータルサイト China.Renを創立した。2000 年 9 月
China.Renは同じく帰国人材である張朝陽率いる捜狐（Sohu）に買収統合され、二人は副総
裁となったが、2002 年に再度共同で空中網（Kong. net）を設立し、楊寧が総裁、周雲帆が董
事長・CEOとなった。二人の個人的関係は続き、社内における二人の位置は全く同等であった。
空中網は携帯コンテンツにおいて急成長し、2004 年 7 月、ナスダックに上場した。
しかし、この関係は 2008 年に終わりを告げた。2008 年 10 月、空中網は前 TOM集団副
COO兼オンライン業務総経理の王雷雷が董事長・CEOとなり、周雲帆は上記の二つの職を辞
した。理由は個人的なものとされているが、その真相は分かっていない。
王雷雷は 1974 年生まれ。1996 年清華大学電子工程系卒業。中国長城計算機軟件公司、汕頭
億峰期貨経紀有限公司での勤務を経て、1998 年に北京寅誠志科技有限公司を設立し、総裁兼総
経理となった。1999 年に TOM集団に入社、中国区運営総経理として、中国における TOM集
団の事業に全面的な責任を持つこととなった。王雷雷はさらに 2001 年に TOM集団の副 COO
兼オンライン業務総経理となっており、2003 年には TOM. Online Inc,の CEOとなっていた。
５．ポータルサイト
(1) 百度（Baidu）―李彦宏、徐勇
李彦宏は1968年山西省陽泉の生まれ、1991年北京大学情報管理専攻を卒業後、アメリカに留学、
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ニューヨーク州立大学バッファロー校でコンピュータ科学で修士号取得。アメリカ在住の8年間で、
ダウジョーンズ高級顧問，『ウォール・ストリート・ジャーナル』ネット版金融情報システム設計
者、 INFOSEEK社の上級エンジニア、などネットワーク分野で活躍した。とくに『ウォール・ス
トリート・ジャーナル』ネット版では世界的にも発展途上にあった検索エンジンの開発にあたっ
ている。1999年科学技術が人々の生活を変える可能性に期待し、帰国、百度（Baidu）を設立した。
当初は他社に検索エンジンを提供する形で業界における認知度を高め、のちに独立して今日では
中国に進出したグーグルをもはるかに凌ぐ中文最大の検索エンジンとなっている。2005年 8月に
NASDAQに上場し、日本等への進出も行っている。検索エンジンを中心としながら音楽、地図な
ど様々はコンテンツでユーザをひきつけ、ネット広告で利益を上げていくGoogleに類似したビジ
ネス・モデルを展開している。グーグルと異なる点は検索結果自体も販売対象としている点である。
共同創業者である徐勇は 1964 年北京生まれ。1982 年に北京大学生物系に入学、1989 年に修
士課程を終えたのち、アメリカのロックフェラー財団の博士奨学金を得て、アメリカに留学し
た。アメリカ・テキサス州の A&M大学で博士号を取得し、カリフォルニア大学バークレー校
でポスドクを務めた。勤務経験としてはアメリカ在住の 10 年間に QIAGEN社と Stratagene
社でマーケティングの上級管理者となり、好成績も挙げている。1999 年に他の一人と電子商取
引会社である Cybercalling.com社を設立、同社で利益を上げるとともに他社に対するコンサ
ルティングサービスも行っていたが、同年末には、李彦宏の誘いに乗り、中国に帰国、共同で
百度を設立した。2004 年 12 月、徐勇は百度の上場を見ないまま、同社を去ったが、2005 年 8
月 5 日の百度の NASDAQ上場によって 7％の株式を持つことになったため、IT富豪の一人と
なっている。
（２）捜狐（Sohu）―張朝陽
張朝陽は1964年陝西省西安生まれ。1986年に清華大学物理系を卒業後、李政道奨学金を得て、
アメリカに留学、1993 年にMITで博士号を取得した。1994 年MITアジア太平洋地区（中国）
連絡責任者を務め、1995 年に帰国、アメリカ ISI社の中国首席代表となった。1996 年にMIT
メディア実験室主任のニコラ・パンディ教授とMITスローン・ビジネススクールのアイダホ・
ロバート教授のベンチャーキャピタルの支援のもとに、愛特新公司を設立した。同社は中国初
のベンチャーキャピタルの投資するインターネット会社であった。張朝陽は同社の董事局主席
兼 CEOとなった。1998 年 2 月 25 日同社は「捜狐」のブランドを打ち出し、社名も捜狐（Sohu）
とした。その後もベンチャーキャピタルの投融資をうけ、2000 年 7 月には NASDAQに上場し
た。Yahooに似たビジネススタイルで中国におけるポータルサイトの地位を確立している。近
年ネットゲーム市場にも参入し、網易、巨人、金山等と激しく競争するに至っている。
（３）新浪（Sina. com）―王志東、茅道臨、汪延、曹国偉
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王志東は 1967 年生まれ。1988 年に北京大学無線電電子学系を卒業し、北大方正に入社した。
王志東はWindows3.0 の実用化を果たし、これは同年の同社の 7大成果の一つとなった。北大
方正を離職後、中文プラットフォーム「中文之星」を開発、1992 年 4 月に新天地電子信息技術
研究所を設立し、開発責任者となった。1993 年に四通集団にスカウトされ、500 万香港ドルの
投資を受けて四通利方信息技術有限公司設立、総経理となった。さらにアメリカのベンチャー
キャピタルの投資をうけてネットワーク分野に進出、1998 年にはポータルサイト新浪（Sina. 
com）を開設し総裁兼 CEOとなった。新浪は世界最大の中文ポータルサイトととなり、2000
年には NASDAQに上場した。しかし、2001 年路線の対立から董事会によって解職され、協同
応用プラットフォームソフトの開発を行う、北京点撃科技有限公司を設立して、ネット業界か
らは手を引き、ソフト開発に戻っている。
2001 年 6 月から 2003 年 5 月まで新浪の CEOに当たったのは茅道臨であった。茅道臨は
1963 年上海生まれ。上海交通大学計算機系卒業。スタンフォード大学エンジニアリング経済シ
ステム修士。華登国際投資集団（WALDEN）副総裁を経て、1999 年に新浪に入社。COOと
して事業の整理と戦略的提携に尽力し、2001 年に CEOに任命された。ITバブルが崩壊し、
新浪も多額の赤字を計上したなかで、茅道臨は収益性の向上に力を注ぎ、黒字転換を達成した。
TMT（技術・メディア・通信）という概念によって、3大事業領域を明確にするとともに、「セ
ントラル・キッチン方式」の考え方から三大事業領域に共通する資源のプラットフォームの形
成を行った。その上で、ネットワーク体育産業、ネットワーク金融その他のネット上のサービ
スを拡大し、収益性を増した。また、株式市場上場に尽力した。茅道臨の在任中、四半期売上
は 500 万ドルあまりから、1800 万ドルにまで拡大した。
2003 年 5 月から 2006 年 3 月まで CEOとなったのは新浪の母体の一つである利方在線の創
立に関与し、ネット業務に精通した汪延であった。汪延は 1972 年生まれ。1996 年にフランス
のパリ大学卒業。1996 年に李嵩波と共同で四通利方公司国際ネットワーク部を設立し、部長と
なり、さらに同年中国国内で最も早い中文サイトの一つである利方在線を設立した。利方在線
は 1998 年には中国においてもっとも人気のある中文サイトの一つとなった。これらを受け、
利方在線は 1999 年に華淵資訊と統合し、中国新浪網となった。統合後、汪延は総裁兼中国区
総経理となっていたが、2003 年に茅道臨の後をついで CEOとなった。投資家的スタイルを採
る茅道臨が、経営を立て直したのちに、ネットに精通した汪延が CEOに就く事で、新浪の事
業が展開されていくはずであった。しかし、汪延の在任中業績は一進一退を繰り返した。
2006 年 5 月から CEOとなったのは曹国偉である。曹国偉は 1965 年生まれ。上海の復丹大
学新聞系を卒業後、オクラホマ大学の新聞学修士を取得。テキサス大学オースチン校商業管理
学院で財務専攻の修士号も獲得し、アメリカの公認会計士資格を持つ。プライスウォーターハ
ウス・クーパースでシリコンバレー企業の監査およびコンサルティングの業務を行っていた。
1999 年に新浪に入社。財務担当副総裁から 2001 年に CFO、2004 年 6 月から共同 COOとして、
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ネットワーク運営、市場マーケティング、ネットワーク広告などを担当していた。
Ⅳ . 中国オンライン・デジタルコンテンツ・ビジネス企業家達の性格
１．中国の第 3世代 IT 企業家としてのオンライン・デジタルコンテンツ・ビジネス企業家
中川涼司 [2008]で規定した IT機器・部品、ソフトウエア、ネット企業の経営者の世代区分
は以下のようなものであった。第 1 世代は国有企業の枠内や国有企業が支配的な経済体制の枠
内で、その改革にエネルギーを注ぎこんできた 1930 ～ 40 年代生まれで、1980 ～ 90 年代に主
に活躍した層を中心とし、第 2 世代は当初はベンチャーキャピタルの支援も無く、資金調達難
のなかで創業したか、あるいは、第 1 世代から地位を引き継いだが、株式上場が容易となって
きたり、経営者が高報酬を獲得することへの社会的な反発も弱まるなかで、所有者的性格を強
めるか、あるいは、職業的専門経営者の色彩を強めつつある世代である。1950 ～ 60 年代前半
生まれで、1990 年代から頭角を現し、現在も活躍中の層を中心とする。第 3 世代は当初から
ベンチャーキャピタルに依拠しつつ創業し、早期に株式上場も行って多額の創業者利得を獲得
していく世代である。従来型の技術型だけでなビジネス・モデル型の IT 企業が少なくなく、
理系出身ではない IT 企業家も見られるようになっている。1960 年代後半～ 70 年代生まれで
2000 年以降に時代の寵児となった層を中心とする。
中川涼司 [2001]、[2008]、[2009]、[近刊 1]、[近刊 2]、[近刊 3]などは中国の IT企業家は 3
つの世代に分けるとともに、経歴によって国内キャリア形成組、海外帰国組、外国人（台湾含む）
に分け、中国 IT 企業家を 3 × 3 の 9 つのセルに分類するとともに、所有者型（O型）、内部経営
者型（M型）、職業的専門経営者型（P型）の分類を行った。なお、電気通信コモンキャリア
については独自の官僚企業家（B型）という分類をした。また、それらの分類の上で、各企業
のビジネス・モデルとの関係を考察した。
２．中国オンライン・デジタルコンテンツ・ビジネス企業家と頭脳循環モデル
オンライン・デジタルコンテンツ・ビジネス企業家たちはサクセニアンの言うような頭脳循
環者であろうか。本稿で紹介した、求伯君（金山）、雷軍（金山）、丁磊（網易）、馮軍（愛国
音楽網）、古永鏘（優酷網）、周雲帆（空中網）、楊寧（空中網）、王雷雷（空中網）、李彦宏（百
度）、徐勇（百度）、張朝陽（Sohu）、王志東（新浪）、茅道臨（新浪）、汪延 (新浪 )、曹国偉 (新
浪 )、および中川涼司 [2008]で紹介した史玉柱（巨人）、中川涼司 [近刊 1]で紹介する陳天橋（盛
大）、朱駿（第九城市）、陳暁薇（第九城市）、馮楚軍（網蛙音楽網）、姚欣（PPLive）、王微（土
豆網）、楊雪山（弘成教育）、黄波（弘成教育）、王兟（TOM集団）、楊国猛（TOM集団）、馬
化騰（騰訊）のうち、海外留学ないし勤務経験があるのは、朱駿、陳暁薇、王微、古永鏘、黄波、
王兟、楊国猛、周雲帆、楊寧、李彦宏、徐勇、張朝陽、茅道臨、汪延、曹国偉である。
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帰国組（海帰）がほとんど 0の電気通信キャリアはもちろん、メーカーやソフトウエア業と
比べても、海外帰国組の比重は高い（中川涼司 [2008]、[2009]）。ただし、シリコンバレーと新
竹やバンガロールのつながりのように、帰国組がシリコンバレーとのつながりを生かしてビジ
ネスを行うというようなことではない。あくまで海外での経験は、ビジネスチャンスの発見や
ビジネススタイルの学習に生かされているにすぎず、市場はもっぱら国内市場である。彼らの
多くは世界で始めての技術やサービスを創出したというよりも、先進国である程度発展してい
たサービスを中国の中で定着させることに力を注いだといって過言ではない。しかし、それは
容易なことではなく貢献度は軽視されるべきではない。ただし、帰国組は多いとはいえ、大多
数ではない。留学や海外勤務がない、創業者も多い。留学や海外勤務経験もない創業者も、同
じように、アメリカ等から持ち込まれたビジネススタイルを採り、エンジェルや VCに依拠し
て起業し、短期間にナスダック等に上場していっている。帰国組はアメリカ等の起業スタイル
を持ち込むことに大きな役割を果たしているといえるが、そのビジネス・モデルが定着したな
かでは、先進国での留学や勤務経験は決定的なものではなくなっている。ここでもサクセニア
ンの頭脳循環モデルは、修正される必要がある。
表 1　中国 IT 企業家の世代別・出身別
国内 帰国組（海帰） 外国人
（台湾を含む）
第 1
世代
第 2
世代
史玉柱（巨人 62-O）
求伯君（金山 64-O） 茅道臨 (新浪 63-P)
第 3
世代
馮楚軍（網蛙 65-O→無 )
王志東（四通・新浪・点撃 67-O）、
楊雪山（弘成 68 ？ -O→無）
雷軍（金山69-P→O）、馮軍（愛国者
69-O）
丁磊（網易 71-O)　馬化騰（騰訊
71-O)
程炳皓（開心網 72-O）
陳天橋（盛大 73-O)
王雷雷 (空中網 74-P)
姚欣（PPLive80-O）
張朝陽（捜狐64※ -O),王兟 (TOM64
※ -P)、徐勇 (百度 64 ※ -O)
曹国偉 (新浪 65-P)
古永鏘 (優酷網 66-O) 朱駿（第九城
市 66-o）
黄波 (弘成 67 ？ -P)
李彦宏（百度 68-O)、陳暁薇（第九
城市 68-P）
汪延 (新浪 72-M)
王微 (土豆網 73-O)
周雲帆 (空中網 74-O)
楊寧 (空中網 75-O)
（注）氏名の後ろの（）内は企業名略称、生年、企業家類型。企業家類型は所有者型（O型）、内部経営者
型（M型）、職業的専門経営者型（P型）に分けている。張朝陽、王兟、徐勇は生年は 1964 年であ
るが、ビジネスモデルから第 2世代とした。楊雪山、黄波、徐勇の生年は推定。
(出所 )筆者作成
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３．中国オンライン・デジタルコンテンツ・ビジネス企業家と「クリエイティブ・クラス」
中国オンライン・デジタルコンテンツ・ビジネス企業家たちはそのビジネス・モデルからいっ
てクリエイティブ・クラスと言えるのか。その答えは、イエスであり、ノーであるといえよう。
ネットゲームは韓国からビジネス・モデルを持ち込んだものであり、ゲームそのものも韓国か
らの輸入されているものが少なくない。しかし、中国の市場に合ったゲーム開発がされるよう
になっているということでは、クリエイティビティを見出すことが出来る。音楽配信や映像配
信もすでにアップルの i-tuneや You-Tubeのモデルが存在している。SNSにしても、
Facebookのビジネス・モデルの模倣という側面は否定できない。ポータルサイトにしても
yahooや Googleのモデルがあり、それへの追随であることは否定できない。しかし、中国語
化するだけでなく、中国市場に適合的なコンテンツを開発し、また、VC（ベンチャー・キャ
ピタル）から巨額の投資を引き出して当初から大規模な事業として展開するビジネススタイル
を作り上げてきた、彼らの能動性は十分に評価されていいだろう。中国の新しい社会階層とし
ての「八十后」（バーリンホウ）が注目されている。原田曜平・余蓮 [2009]は彼らをブランド
品などを衝動的に消費する「月光族」（その比率は 44.6％）、好きなものを買うために、計画的
に消費する「飯族」（同 34.2％）、社会的意義や自分に価値観に合うものなら迷わずに消費する
「洗練族」（同 35.9％）、将来なりたい自分のために、計画的な消費をする「透明族」（同
31.8％）に分類し、それぞれに対するマーケティング戦略を検討した。いずれの分類もそれま
での世代とは大きく異なる。また、かれらは共通して「つながり欲求」が強く、SNSなどイ
ンターネットを非常によく利用している、としている。本章で紹介した企業家たちは自分自身
は「八十后」ではないにしても、そのメインターゲットは「八十后」世代であり、「八十后」
のライフスタイルの形成に一役買っている。
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